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精神分裂病・操うつ病の治療に-

フDt:.タZ〆錠・散
ピパ:，t...tロシ製剤

ブチロフェノン系薬剤デ回ピタン錠は

ベルギーの Dr.C. J(J{)sst:nにより開発

されたもので，フエノチアジン系，レ

セルピン系に次ぐ第三の向精神薬とし

て注目されている。特に幻覚・妄想な

どの異常体験を主症状とする精神疾患

に優れた効果を発揮し，陳旧化した分

裂病の自閉，自発性欠如の改善にも独

特の効果が見られる。

健保薬価 50mg 錠 38円50銭

10% 1 g 77円10銭

てんかん小発作治療剤

エビレオ・プチマル

エピレオ・プチマルは種々の小発作型に対して

広範囲に臨床発作を改善するばかりでなしこ

れらに特有の異常脳波像を著明に改善する。欠

村l発作にはもちろん従来の薬剤では難治とされ

ているミオクロヌス発作・失立発作にもかなり

口率に発作抑制が期待できる。又肝障害，釜明，

発疹などの副作用がないので安心して長期間投

与できる。

健保薬価 1カプセル 13円20銭

ル夢*多v'錠・穎粒

クロルプロチキセシS盛期

トラキランは感情領域の疾患，特に日

間・自発性減退等を主症状とする分裂

病の精神レベルを高揚し，従来各種の

向精神薬で奏効しなかった難治例にも

独特な作用を示し，他の療法への誘導

を容易にする。又抗抑うつ作用のほか

強力な鎮静作用を有しており，過度の

抑圧を来たすことなく優れた静穏効果

が得られる。

健保薬価 15mg 1錠 14同70銭

50mg 錠 44円

10% 1 g 87円90銭

伝言》
東京都文京区小石川4丁目

エーザイ株式会社
大阪・札幌・名古屋・福岡
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提員

わたくしごとを書いて申しわけないが，私が1939年の暮に精神病の生化学的研究を志し

て，当時東大の生化学教室の教授であった故柿内三郎先生のお部量にうかがった時のこと

である。先生は私が勢こんでいろいろしゃべるのを聞かれたあとでいわれた。いきなり精

神病の問題に取組むよりも，もっと基礎的なことから始めたらどうか。脳は形態的には複

雑な局所性をもっているから，君は chemischeTopographie des Gehirns という問題を

やってみる気はないか。 26歳の私は気負っていたから，化学的脳地図を画くなどは閑日月

に属することと思った。先生の問題意識は自分とは違う。私はそのものずばりの研究をや

りたかったのである。 30年たって今度は私的患者の化学的脳地図で画こうというと，若い

人達がまあやってごらんなさいというような顔をする。私は軽いめまいを感ずる。

1950年に，私はフェニルケトン尿症の少女を学会につれて行って皆さんに彼女の赤毛を

見せ，尿から抽出したフェニルピルビン酸の結品を試験管に入れて振って見せてから，塩

化第二鉄で緑色の呈色反応を供覧した。やはり日本にもこの病気はありましたというわけ

である。すると一番強い関心を示されたのは精神科の内村祐之先生であった。数多い精神

薄弱の中にはもっと他の inbornerror of metabolismがあるかも知れない。君は尿のアミ

ノ酸を徹底的にしらべてみたらどうか。 37歳の私はそれまで10年以上も機会あるごとに精

薄者の小便をしらべていて，たった 1人の PKUをみつけただけである。先生は試験管を

もたれたことがないから実験感覚がずれておいでだと失礼なことを思った。私はもっと効

率のよい研究をねらっていたのである。近頃ずらりとならんだ遺伝性代謝障害の表を見る

たびに，私は軽いため息をもらす。

1963年の第6回神経化学懇話会の会長をお引受けした時に，私は恒例に従って会長挨拶

というのをさせられた。日本の神経化学は臨床学者と基礎生化学者の協力と分業の上に成

立って来たことが特色である。天秤は始め臨床側に大まく傾いていたが，年と共に基礎が

重くなって来て，この傾向は今後さらに続くだろう。これは神経化学の発展のために必要

なことだが，臨床側の皿に重みがなくなると天秤は停止してしまうだろう。そうしたら日

本の神経化学の特色も失われる。こんなことを述べたつもりであった。

科学は元来国際的なものだが，お国振りをもった科学の進め方があることは，発想をお

互に刺激し合うという点で大きな生産意味がある。また臨床家と基礎学者の協力と分業，

両者の相互刺激は口でいうことはやさしいが，実現には多くの困難がある。上に述べた私

自身のささやかな経験からも，臨床と基礎との聞の問題意識と実験感覚の食い違いが研究

を促進する方向に進むことを妨げた。私はこの例では一人二役をしたのだが，私が経験し

たようなことは多くの方に思い当ることがあるだろう。このような時，臨床と基礎の聞の

意識や感覚のずれをなくして実りある研究に導くためには，両者の側に広い視野と強い探

求精神がなければならない。我国の研究者がこの点において外国の連中に劣るとすれば，

せっかくのお国振りも発揮することができなくなるのであろう。
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一般生化学の歴史において，その道路標になるような大きな研究はむしろ生化学の外で

の発見に導びかれてひらいたものが多い。肺炎球菌の型変換や抗生剤の発見が今日の遺伝

情報や蛋白合成の研究にどのような役目を果したかは，ふり返ってみれば明らかなことで

あるO もちろんそれには生化学の中での積み上げがなければ，契機となる発想を生かすこ

とができなかったろう。

私共の神経化学の領域でも，向精神薬の出現が脳内アミンの研究をどれだけ促進したか

はかり知れないものがある。今後にもきっと似たような事態が起るはずである。我国の同

志の間でそれを起すようなことになってほしいものである。私は仲間の高橋良さんにい

う。そろそろ神経化学会で臨床側の巻き返し作戦をはかろうじゃないか。彼の同意は心強

いものである。

台 弘(東京大学医学部教授精神医学)
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発育期ラッテ脳におけるミクロゾーム

RNAとポリゾームの変化

山 栄上

(大阪市立大学医学部神経科)

D.A. RAPPOPORT 

(テキサス大学医学部分子生物学部門)

発育期ラッテ脳より分離したミクロゾームにベントナイトを加えた後，ラウリル硫酸ナトリ

ウム(以下 SLSと略す)とフェノールによって RNAを抽出，精製した。このミクロゾーム

RNAは，かなり純化されたものであり，リボゾーム系におけるアミノ酸転入促進能力を持っ

ていることが示された。

このようにして発育各時期のラッテ脳より調製したミクロゾーム RNAを，生後 16日と 60

日のリボゾーム系にそれぞれ加えると，生後 16日のリボゾーム系では，新生児から生後 60

日までのミクロゾーム RNAで，ほほ等しいアミノ酸転入促進効果を示し，生後 1年の RNA

では，その効果が著しく低下することが認められた。一方，生後 60日のリボゾーム系では，

ミクロゾーム RNAの促進効果が新生児から生後 30日まで，ほほ等しく，生後 40日以後で，

低下することが示された。

発育期における脳ミクロゾーム RNAをショ糖密度こう配遠心法によって分析したところ，

いずれも 28S， 18 Sと4Sの三つのはっきりした吸光度を持つピークを示したが，成熟する

にともなって，そのパターンのうち， 9Sから 12Sの RNAが量的に増加し，逆に 24Sから

34Sの RNAが減少することが認められた。

最後に，発育期ラッテ脳よりポリゾームを調製し，そのアミノ酸とりこみ能の差異を比較検

討した。 LーフェニールアラニンーC14(1) の比活性は，新生児と生後 16日のポリゾームで最高

値を，生後30日と40日とで中間値を，生後 60日と 1年とでは最低値を示した。ポリUは，生
後 60日と 1年のポリゾームのアミノ酸転入能を著しく促進するが，生後40日までのポリゾー

ムでは，著しい促進効果が認められなかった。

緒 言

発育期ラッテ脳において，幼若期の蛋白合成は，成熟

期のものにくらべて，in vivoとinvitroの両面で著し

く活発であることが報告されてきた。 (LAJTHA(1964)， 

McILWEIN (1965)， RAPPOPORT and FRITZ (1966))。とく

に，蛋白合成の場であるリボゾームで，この現象をくわ

しく検討すると，幼若期ラッテ脳リボゾーム系において，

標識されたアミノ酸のとりこみが，成熟期のものよりも

著しく活発であることが認められた。 (RAPPOPORTet al. 

Change of microsomal RNA and polysome in the 

d巴v巴lopingrat brains 

Sakae YAJV!AGAMI 

Department 0/ N.仰roρsychiatry，Osaka City 
Univer・'sityMedical School， Osaka， Japan. 
D.A. RAPPOPORT 

Division 0/ Molecular Biology， Department 0/ 
Texas Medical Branch， Galveston， Texas， U.S.A. 

(受付 1967. 12. 20) 

(1965)， YAMAGAMI et al. (1966))。この現象を，最近の

蛋白合成の概念で考察すると，発育期におけるラッテ脳

リボゾーム系に含まれるメッセンジャー RNA(以下

mRNA と略す)の活性の差に起因するものではない

かと考えられる。先に YAMAGAMIet al. (1966)， YAJV!A-

GAMI and RAPPOPORT (1967)は，発育期ラッテ脳の核

から RNAを抽出，精製し，その RNAが mRNA活

性を持ち，新生児や幼若期において，その活性が著しく

高いことを認め，さらに成熟するにともなって，その活

性が漸次低下することをも示した。 一方，脳の細胞質

mRNAについては， KIMBERLlNE (1967)， }ACOB et al 

(1967)， EGYHAZI and HYDEN (1966)および YAMAGAMI

et al. (1967)によってその存在が報告されているが，い

まだ一定の結論を導くにいたっていなし、。

そこで，今回は，発育期ラッテ脳における細胞質

rnRNAとポリゾームの性状の差異を，蛋白合成を中心

として，比較検討した結果を報告する。
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山上栄.D.A. RAPPOl'ORT 

実験方法

1) ミクロゾーム RNAの調製

断頭後摘出したラッテ脳髄を，ただちに氷冷したMe.

dium 1 (0.2Mショ糖 0.001 M MgCl2溶液に 0.5μg/

mlにベントナイトを加えたもの)でよく洗浄する。 Me.

dium 1を力日え，テアロン，ガラス，ホモジナイザー(クレ

アランス:0.2mm)を用いて， 3分間ホモジナイズし，10

%組織湿重量濃度とした。このホモジネイトを 800Xg，

15分間遠心して，核や細胞切片を除いた。上清をさらに

15，000Xg， 15分間遠心して， ミトコンドリア分画を沈

澱させた。ミトコンドリアの上清を 105，000Xg，120分

間遠心して，ミクロゾームをぺレットとして分離した。生

じた黄色のぺレットを MediumII (0.001 M リン酸緩衝

液 pH7.0に0.25μg/mlにベントナイトを加えたもの)

を加えて懸濁した。 この懸濁液に SLSを最終濃度 0.1

%に加え，室温で 5分間援持した後，等量の 90%プェ

ノール溶液 (8ハイドロ， オキシキノリンを最終濃度

0.1%に加えたもの)を加えて，さらに 45分間室温で

激しく携持した。ただちに冷却した後，遠心分離して得

た上清に再度等量のプェノール溶液を加えて処理した。

この操作をさらに2度繰返し，最後に生じた水層に2倍

容の 95%アルコールを加え，食塩濃度を O.lNとし

て， -10oCで 18時間放置して，白色の粗ミクロゾー

ム RNAの沈澱を得た。この RNAをMediumIIにも

う一度溶かし，上で述べたように SLSとプェノール溶

液とで処理した。

このようにして得た粗 RNAの沈澱(白色) を Me.

dium III (0.001 M MgCl2溶液)に溶かし，酢酸カリを

2Mに加え，エタノールを加えて最終濃度を 25%とし

-l00C， 18時間放置した後，生じた沈澱を遠心によって

集めた。この沈澱を MediumN (0.001 M MgCI2-O.01 

M Tris緩衝液 pH7.5)に溶かし， この Mediumに

対してどC，24時間透析した後，以下の実験に用い

た。

2) ミクロゾーム RNAのショ糖密度こう配遠心法

ショ糖密度こう配遠心法は，前報 (YAMAGAMIet al. 

(1966) )にしたがって行なった。ミクロゾーム RNAの

画の RNA量は BeckmanDU-spectrophotometer で

260mμ の波長を用いて測定した。 また， RNAの成分

に検討を加えるために，各分画の RNA量を総和として

もとめ，各成分をパーセンテージとしてあらわした。

3) リボゾームと pH5分画の調製

リボゾームは， MURTHY and RAPPOPORT (1965)の

方法で調製し， pH 5分画は MURTHYand RAPPOPORT 

(1965)の原法を参考として，前報 (YAMAιAMIet al. 

1966))で詳細に述べた改変法を用いて精製した。

4) ポリゾームの調製

MURTHY and RAPPoPoRT(1965)のリボゾーム調製法

に従って，核，細胞切片およびミトコンドリアを除いた

上清を得た。 この上清に， 10%デオキシコール酸ソー

ダ(以下 DOCと略す)を最終濃度 1%に加えて携枠

し，あらかじめ， WETTSTEIN et al. (1963)の原法に従

って， 0.5Mと1.8Mのショ糠溶液(Mediumvr (0.5 M 
KCI-0.015M MgIC2-O.035M Tris緩衝液， pH 7.8) 

を含む)のそれぞれを管底より順に 4mlと 3mlずつ

重層し，その上に DOC処理溶液を注意深く重層した。

このチュープを 105，000Xg，4時間遠心して，無色透明

なベレットを得た。このぺレットをさらに Mediumvr 
で3回洗浄した後，ボリゾーム分画としてアミノ酸のと

り込み実験に供した。

5) L フヱニールアラニンーHC-(l)のリボゾーム蛋白へ

の取り込み実験

反応、系は 1本の小試験管の 0.5mlに，リボゾーム(200

μg)， pH 5分画(900ρg)，ATP(0.5μmol)，GTP(0.125 

μmole)，ピルビン酸キナーゼ(5μmol)，Lープェニールア

ラニンー14C-(1) (0.001μmol， 1・1015c.p.m目，比放射能

16.5mc/mmol)， KCl(20μmol)， MgCl2 (2. 5μmol)， 

標識されない 19種のアミノ酸混液 (9.0μmol，ただし

プェニールアラニンを除く)と Tris緩衝液 pH7.8(20 

μmol)を含む混液を，3rc， 30分間インキュベートし

た。 氷冷した 10%TCAで反応を停止し SIEKEVITZ

(1952)の方法で蛋白を精製後，乾燥させ， ガスブロー

カワンターを用いて，その蛋白の放射能を測定した。

事吉 果

500ρgをMediumV (0.001 M MgCI2-O.01 M Tris緩 第 1表に発育期ラッテ脳におけるミクロゾーム RNA

街液 pH7.5)の 1mlに懸濁し，あらかじめセルロー の化学分析値を示す。 紫外吸収の A260/A280， A260/ A230 

ス遠心管内に作った連続的ショ糖密度こう配の 5%-20 の比は，それぞれ 2.42-2.52と 2.32-2.38とで，新

% (O.01M酢酸緩衝液， pH 5.0，-0.1M NaClを含 生児から生後1年までの各時期でほぼ一致している。ま

む)の上に静かに重層した。 この遠心管を Swinging た DNAの混入はいずれの RNA分画にも認められな

bucket Rotor， SW  25内で， 40，000Xg， 14時間遠心し いが，蛋白は多少の爽雑を示した。これらの結果は，調

た。遠心後チュープの底に注射針で穴をあげ， 307商ずつ 製したミクロゾーム RNAが MAGASANIK(1955)によっ

を1本の小試験管に集め， 40本の試験管に分けた。各分 て指摘された動物細胞の RNAの標準値に近似したもの
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発育期ラッテ脳におけるミクロゾーム RNAとポリゾームの変化

表 1 Properties of Microsomal RNA in 

D巴velopingRat Brains 

S叩ぽ I A26町州6

New bom I 2.4必5 I 2.3泌8 I 0.05臼4 I 5幻73

6 1凶6day I 2.4幻7 I 2.3担4 I 0.0肝77 I 66侃

30day 2.5叩oI 2.3幻2 I 0.0郎61 I 4ω01 
8 4幼Oday 2.5臼2 I 2.3話δ0.0伺69 I 35弱

4 60day I 2.47 I 2.3担2 I 0.0凹54 I 20似

9 1y戸E泊灯r 2.4必2 I 2.3詰5 I 0.0侃62 I 13ぬ

* RNA(ωμg) j g wet tissue 

であることを示している。なお，収量は成熟するにとも

なって減少し，生後1年で最低値を示した。

まず，生後 16日の脳からミクロゾーム RNAを調製

し，リボゾーム系に加えた場合に認められるアミノ酸の

取り込みにおよぼす効果を図 1に示す.すなわち，生後

16日のミクロゾーム RNAを，生後 16日と 60日のリボ

ゾームにそれぞれ加えてインキュベー卜すると，それら

リボゾーム蛋白への I ブェニールアラニンー14C-(l) の

取り込みがいずれも著しく促進される とくに RNAの

900 pgjtubeを添加したときに，リボゾーム蛋白の比活
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図 1 Th巴 effectof added brain microsomal RNA， 

isolated from 16-day rats， on the incorporation 
of L-[14C]phenylalanine into ribosomal protein， 
using ribosomes and pH 5 fractions from 60 

day and 16-day rat brains. 

性は最大値を示し， コントロールとくらべてほぼ 81-

122%の比活性の上昇を認める。従って，ここで調製し

たミクロゾーム RNAが，無細胞系におけるアミノ酸転

入促進能を持ち， mRNAの性質を最も端的に示すこと

が認められた.なお，ミクロゾーム RNAの 1，500μgj

tubeを，生後 60日のリボゾーム系に添加した場合に

Lーブェニールアラニン 14C-(1)の比活性が，多少減少傾

向を示すが，本来は 1，000pgj tube を加えた場合と等

価でなければならないもので，この減少傾向は，測定誤

差によるものと考えられる。

いま，生後16日と 60日のリボゾーム蛋白へのレプェ

ニールアラニンー14Cー(1)の取り込みを比較すると，ミク

ロゾーム RNAの多少にかかわらず，常に生後16日の

リボゾームへの l ブェニールアラニン 14C-(l)の取り

込みが活発であることが示された。

この現象を，さらに詳粧に検討するために表2に示す

ごとく，生後16日と 60日のリボゾームに，発育各時期

の脳から調製したミクロゾーム RNAをそれぞれ添加す

ると，いずれの RNAも， Lブェニールアラニン_l'Cー

(1)のリボゾーム蛋白への取り込みを促進するが，ここ

でも生後16日のリボゾームの比活性が，常に 60日より

も高いという表1で認められたと同じ結果を得た。

表 2 Enhancement of L-[l'C] Phenylanine In-

corporation into Protein by Microsomal RNA 

from the Developing Rat Brains 

一一ー一三詰正eof ribo石meand .. 
pH 5 fraction 

Source of micro-
somal RNA(200μg) 16出y 60day 

* 

no addition 

new born 

16day 

30day 

40day 

60day 

1 year 

(L_l'C Phenylalanine inc刀子
po~ated c.p.m.jmg-E!:竺坐竺L_
2209 1550 

3562(61)':' 2362(52) 

3710(68) 2414(56) 

3763σ0) 2362(52) 

3739(69) 2179(41) 

3830 (73) 2165 (40) 

2995(36) 1738(12) 

The numbers in parentheses r句民sentp紅白nt

change of amino acid incorporation in compa-

rison to control. 

次に，生後16日のリボゾーム系に，新生児から生後

60日までのラッテ日記ミクロゾーム RNAを力日えると，リ

ボゾーム蛋白へのア‘ミノ酸の取り込みにほぼ等しい促進

効果を示すが，生後1年の RNAを加えた場合には，その

効果がいくぶん低下する.一方，生後60日のリボゾーム

では， ミクロゾーム RNAの促進効果が，新生児から生
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表 3 Incorporation of L-1-[C14] Phenylalanine into Various Ribosome~ 

丸山oI Aお山。 IRNAfProtein I No Addition I P吻 U

0.4M 

1.0M  

1.5M  

1.8M  

後30まで等しく， 40日と 60日とがそれに続き，生後1

年では，その促進効果が著しく減退する。また，ここで

も，生後16日のリボゾームが，アミノ酸のとりこみ能お

よびリボゾーム系におよぼすミクロゾーム RNAの促

進効果で， 60日のものより顕著であることが認められ

た。このことは，生後16日のラッテ脳リボゾームの蛋白

合成における活性が， 60日のものより高いことを示して

いる。したがって，この相違は，リボゾーム分画に含ま

れる mRNAまたは，ポリゾームの発育による差を反

映しているのかも知れない。

そこで，脳よりポリゾームの分離に最適なショ糖濃度

を検討するために， 0.4， 0.5， 1.0と1.8Mの4種の

ショ糖濃度を用いて，それぞれリボゾームを調製し，そ

れら分画の性状を比較検討した。(表3) リボゾーム分

画の RNA量は，調製に用いたショ糖濃度の増加にと

もなって増加し，逆に蛋白量は減少する。1.8Mから調

製したリボゾーム分画は，無色透明で，容易に可溶性と

なり，長時間放置しでも他のリボゾーム分画にみられる

ような沈澱を生ずることがない。また，紫外吸収の極大

と極小の比や A260fA280もそれぞれ，他の分画より高値

を示した。リボゾーム蛋白へのアミノ酸の取り込みにお

いても，1.8Mから調製したものは最も活発で，その比

活性は 0.4Mから調製したリボゾーム分画の約2倍で

あった。 これにたいし，ポリ Uを添加すると， 1.8M 

では，著しい促進効果を認めなかった。ただ， 0.4Mで

は，著しい促進効果が認められた。 これらの結果か

ら， 1.8Mショ糖を用いて調製したリボゾーム分画が，

KORNER (1964)によって記載された，肝のポリゾームの

性質に最も近いことが示された。

発育期ラッテ脳ポリゾーム蛋白への L ブェニールア

ラニン 14C-(1)への取り込みの変化を表4に示す。新

生児と生後 16日のポリゾーム分画の比活性は， 3532と

3085c.p.m.fmg proteinで最高値を示し，生後 30日と

40のものが 2731と 2508c.p.m.fmgproteinで中間値

を，生後60日と 1年では， 1567と1587c.p.m.fmg pro. 

teinで最低値を示した。ポリ Uの添加は，生後60日と

1年のリボゾーム蛋白へのアミノ酸のとり込みに著しい

促進効果を示した。これにたいし新生児から生後40日ま

(c.m.p.fmg protein) 
0.36 1775 3235 

0.46 16θ8 4960 

0.68 

1.06 

2924 

3252 

3433 

4375 

表 4 Change in the Incorporation of L-[14C] 

Phenylalanine into Rat Brain Polysomal 

Protein at Various Ages 

S叩ぽ OfpolysomelNoaddition !TZTJZF 
(c.p.m.fmg protein) 

New born 3532 3641 (3)* 

16day 3085 3900(24) 

30day 2731 3062(12) 

40day 2508 2767 (10) 

60day 1567 2242(43) 

1 year 1587 2797(76) 

* The numbers in parentheses represent per cent 

change of amino acid incorporation in compa. 

rison to control. 

でのポリゾームのアミノ酸とり込み能には大きな影響を

およぼさなかった。このことは，幼若期ラッテ脳ポリゾ

ーム分画に蛋白合成に活性なポリゾームのしめる比率が

多く，成熟するにともなって活性ポリゾームが減少する

ことを示唆するものである。 MURTHY(1965)は，発育期

ラッテ脳のリボゾームを上記方法で調製し，ショ糖密度

こう配遠心法を用いて，新生児と成熟脳との比較を行な

った結果，新生児脳リボゾーム分画において，活性ポリ

ゾームの比率が多いように見受けられたと記載してい

る。このことは表3の結果ともよく一致するものであ

る。

発育期ラッテ脳ミクロゾーム RNAのショ糖密度こう

配遠心法の分析結果を図 2に示す。 脳ミクロゾーム

RNAは， 28S， 18Sと4Sとに一致した三つのピーク

が認められた。 これ等の結果は，脳の細胞質 RNAの

ショ糖密度こう配 (MAHLERet al. 1966)や超遠心分析

(YAMAGAMI et al. 1966)の結果得られたパターンとも

ほぼ近似するものである。 また，成熟するにともなっ

て， 18S以下の成分が増加し， 28S以上の成分が減少す

る傾向が認められた。この点をさらに明確に量化するた

めに，ショ糖密度こう配遠心後，分離した 40分画を，

表5に示したように 6成分に分け，その RNA量を

A2:O から定量し，比較検討を加えた。 その結果，成熟

するにともなって 12Sから 19Sの RNAが増量し，
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1.0 1.0トー J、
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0.5ト¥
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自1 /¥
<( l' 

。
@
判
44

10 20 30 40 
tube number tube number 

1.0ト I1 60 day 

0.5ト J 、

10 20 30 40 

図 2 Sucrose gradient centrifugation of micro-

somal RNA isolated from rat brains at 

di妊erentstages 

表 5 Quantitative Ratios of Six Components of 

Microsomal RNA in the Developing Rat 

Brains 

Source >叫b目 SIぉ-20S 119-12 S [11-6 S 1<6 S 
New born 7.8 57.4 10.3 17.7 3.4 3.4 

16day 2.9 51. 4 10.8 24.0 5.6 5.3 

30day 5.2 49.2 11.7 22.3 5.8 5.8 

40day 3.8 44.4 17.1 25.4 5.3 4.0 

60day 4.9 43.3 16.4 26.3 5.7 3.4 

1 year 2.7 27.8 15.5 32.9 11.8 I 9.3 

24Sから 34SのRNAが減量する傾向が認められた。

(表5) とくに，生後1年の RNAにおいてこの傾向が

顕著であった。

考 察

発育期ラッテ脳から調製したリボゾームにおいて，幼

若期のものは蛋白合成の活性が高く，成熟するにともな

って，その活性が低下する。このことは，幼若期脳リボ

ゾーム分画に，活性ポリゾームの多くが含まれるためと

考えられた。 そこで発育期脳から， WETTSTEIN et al. 

(1963)の方法にしたがって， 1.8Mショ糖を用いてポ

リゾームを調製した。調製したポリゾームは，色調，紫

外吸光度， RNAjprotein比およびアミノ酸のとり込み

能等から， KORNER (1964)やWETTSTEINet al. (1963) 

によって記載されたポリゾームの一般性質を満足するも

のであった。発育期脳ポリゾームのアミノ酸とり込み能

の比較から，新生児から生後 16日まで蛋白合成に活性

なポリゾームの占める比率が多く，成熟するにともなっ

て，それらが減退する傾向が示唆された。ポリゾームは

二つ以上のリボゾームが mRNAによって結びつけられ

て出来た複合体であり，そのうち蛋白合成の最も活性な

ポリゾームは 6個以上のリボゾームより成るという

(W  ARNER et al. 1962)ことを考慮すると，脳の発育期に

おいても，幼若期にこうした，大きなポリゾームの占め

る割合が多く，成熟するにともなって，おそらく 6個以

下の小さな蛋白合成に活性の低いポリゾームが多くなる

ものと考えられる。この点については，ポリゾームの超

遠心分析，ショ糖密度こう配遠心による分析によって目

下検討中である。

一方，ポリゾームの収量は，生後16日の脳において，

0.5mg Prot巴injgwet tissueで， 同じ方法を用いて調

製した肝のポリゾームの収量 0.77mg Protein j g wet 

tissue (WETTSTEIN et al. (1063))にくらべて低値であ

った。 TAKAHASHI et al (1966)は，脳から調製した

RNase inhibitorを用いて，物理化学的にも，アミノ酸

とり込み能の上からも，精製された大きなボリゾームを

調製したが，収量は，わずかに 0.3-0.4mgProteinjg 

wet tissueであったと記載している。ポリゾームの収量

を増加するためには，調製過程，とくにホモジナイズの

段階で， RNaseやその他の分酵酵素を非活性化するこ

とが必要である。 そのため， ここではベントナイトを

RNase inhibitorとして用いたが，収量を高くすること

が出来なかった。最近， HASCHEMEYER and GROSS (1967) 

は，肝のホモジナイズ mediumに少量の酵母 RNAを

加えて， RNaseによるポリゾームの分解を効果的に抑制

し，かなり純化した，大きなポリゾームの多量を分離す

ることが可能になったと報告している。

発育期ラッテ脳より分離したミクロゾーム RNAは，

リボゾームと結合して，アミノ酸の取り込みを促進する

ことが認められた。したがって， ミクロゾーム RNAが

Template activityを有しており，幼若期脳においてそ

の activityが著しいことも認められた。

発育期ラッテ脳のミクロゾーム RNAの蛋白合成にお

よぼす効果を，前報(YAMAGAMIet al. (1966))の核RNA

と比較すると，核 RNAでは，アミノ酸転入促進効果が

幼若期において極めて高く，生後30日頃から徐々に低下

しはじめる。また，この関係は，発育期における脳リボ

ゾームの蛋白合成の変化とも類似している。一方ミクロ
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ゾーム RNAでは，核 RNAより， アミノ酸転入促進

効果が 1)全体に低く， 2)発育による差が明確でない，

3) しばしば力日えるリボ、ゾーム系(リボ、ゾームと pH5 

酵素)の年令に左右されやすい，等が見受けられる。こ

のことは，核 RNAが，発育期ラッテ脳において，ミク

ロゾーム RNAより整然と組織的に変化することを示唆

するものである。動物細胞の RNAポリメラーゼによる

RNA合成が主として核のみにおいて行なわれ，そこに

RNAが濃縮して存在し，細胞質 RNAの大部分は核に

由来し，その後細胞質内で機能に応じて種々修飾される

といわれている (HARRIS1963)ところから，核 RNA

の方が，細胞の蛋白合成の制御機構をより正しく反映し

ていると考えて妥当であろう。

ミクロゾーム RNAは，幼若期において比較的高分子

成分のものが多く，成熟期に，低分子成分のものが多い

ことが示された。これは，幼若期脳ミクロゾーム RNA

に，ポリシストロニック RNAが多く存在することを示

唆するものであり， mRNA 活性はこの RNAに多く，

そのため幼若期ミクロゾーム RNAがアミノ酸とり込み

に著しい促進効果を持っているのかも知れない。これに

関して興味あることは，発生過程において，刻一刻異な

る mRNAが作られることを， CHURCH et al. (1967) 

は hybrization法を用いて証明していることである。

しかし，このことの証拠には， 1)成熟期脳ミクロゾーム

RNAの高分子成分の一部が，精製過程中に分解し，低

分子のものに混和しているのかも知れない。 2)各RNA

の低分子成分に，各種ヌクレオタイドの混入があるかも

知れない。これ等の点について，否定し得る説明が必要

となるであろう。

本研究は， 筆者が University of Texas Medical 

Branch， Galveston， Taxas. U S.Aの Dr.D.A. RAP-

POPORTの研究室に留学中に行ったものの一部であるこ

とを附記する。 あわせて， Dr. RAPPOPORTおよび同研

究所の Dr.R.R. FRITZの御協力に深謝する。また，本

論文の一部は，第7回国際生化学会(東京， 1967)およ

び第10回神経化学会(東京， 1967)で発表した。
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No. 24 Oecember， 1967 

To continue with our trip to Eastern Europe and to st旦rtwith Leningrad. There 1 

visited the institute of Dr. E. M. Kreps， the Sechenov Jnstitute of Evolutionary Physiology 

and Biochemistry. The many facets of work which were going on were very impressive 

and 1 found it very interesting to talk with the many young people on his sta丘 My

Russian is practically non-existεnt so we had to depend upon English which many of 

them speak quite well. 1 was particularly interested in Dr. Krep's studies of lipids in the 

CNS of various species of animals. 1 have some slides of the chart material which he had 

on display which 1 will be glad to loan. In Leningrad we also spent one day at Koltusky 

where Pavlov worked for so many years. His home and last laboratory as well as two large 

relatively new building are in active use. There we had the opportunity to talk with 

Nina Vavilova and Margarita Klyavina concerning their interesting work on the develop-

ment of the EEG and conditioned reflexes in young puppies. We also met Dr. Federov 

who is interested in histochemical analyses of acetylcholinesterases. Much of his work is 

in agreement with that of Krech， Bennett and Rosenzweig. At Koltusky tlie animals are 

housed in separate buildings so that they have in effect an animal farm. We also spent 

some very pleasant days with Dr. Zoya Barbashova. 

In Mos仁owwe were the guests of Dr. Peter Anokhin and Dr. A. A. Volokhov. In Dr. 

Anokhin's laboratory much interesting work on the electrophysiology of the developing 

brain is being done. His equipment is sophisticated and the experiments exciting and 

well planned. Again his many young colleagues were stimulatin符・ Itwas a great pleasure 

to us to visit the actual laboratories where Sechenov worked and to see the collection of 

pictures， manuscripts， etc. relating to his life. At Dr. Volokhov's laboratory 1 spent a 

most interesting and insructive day. Many facets of developing brain are being explored 

by his group of active investigators. In旦ddition，1 had the opportunity of seeing a film 

made by Dr. Volokhov and his staff on the developing brain. This film won a prize at 

a且1mfestival several years ago. 1 am hoping very much that we will be able to obtain 

either th巴 filmon a loan or a copy. 

Drs. Anokhin， Volokhov and possibly Drs. Kreps and Barbashova will be coming to 

this country for the International Congress of Physiological Sciences， August 26-31， 1968 

at Wash 

NEW BOOKS: 

“A Developmental Approach to CωE戸nding"edited by Una Haynes， U.S. Department of 

Health， Education and WeJfare， Welf在reAdministration， Washington， D.C.， Children's 

Bureau Publication No.449， 1967，年1.25.
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This book contains excellent short descriptions for refiexes to be expected in 

children and how to test them. 
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Day 

ANN OUNCEMENT 

SYMPOSIUM ON BRAIN RESEARCH AND HUMAN BEHAVIOUR 

Unesco House， Paris， 11-15 March， 1968 

A Symposium on Brain Research and Human Behaviour will take place at Unesco 

House， Paris from March 11 to 15， 1968. This symposium has been organized by Unesco 

in collaboration with IBRO. Its aim is to focus attention on the importance of brain re 

search in modern society and to demonstrate the relationship of brain research with other 

fields such as education and social sciences. 

The programe includes round tables (RT)， plen旦rysessions (Pl) and public sessions 

(Pu). 

Chairman 

孔10nday11 Registration Opening Session， Reception Speakers: 

Tuesday 12 RI 1 

Pl 1 

PU 1 

A. N. Leontiev， W. A. Rosenblith C. Chagas 

“Functional states of the nervous system " 
Co-Chairman: E.N. Sokolov 

“Brain functions in the course of life" 

Lecturers: A. Minkowski， J. de Ajuriaguerra 

“Erom the nerve cell to the mind" 
Lecturers: J. C. Eccles， N.E. Miller 

G. Moruzzi 

P.K. Anokhin 

H.H. Jasper 

Wednesday 13 PT 11 : " Motivations and drives " B.K. Anand 

Thursday 14 

Friday 15 

Co-Chairman: D. Ploog 

PT 111: “Learning and memory " D. Bovet 

Co-Chairman: M. Maruszewski 

Pl 11 “The impact of brain research on education " P. Auger 

Lecturers: J.S. Bruner， D.B. Elkonin 
RT IV: “The influence of malnutrition and environment on C. Canosa 

brain functions " 

Co-Chairman: P. Hahn 

Pl 111 : “Communication， cognition and technology " D. Gabor 

Lectl問 rs:R. Jakobson， G. Fant， G.A. Miller 

PU 11 “Factors distubi時 humanbehaviour" J. Piaget 

Lecturers: A.R. Luria， T.A. Lambo 

RT V: "Assessment and prospects of Unesco/IBRO activities" C. Chagas 

Coordinators: P.C. Dell， K.R. Unna 

Pl IV :“ How can brain research contribute to the promotion H. Theorell 

of peace ? " 

Lecturers and Discussers: A. von Muralt， R. Thapar， 

S.K. Saumjan， B.F. Skinner， A. Lwoff 

Concluding Session: Speaker: Lord Adrian 
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|編集後記|

編集・出版が大変おくれてしまったため，前号と併

行して編集をすすめ今回も又止むを得ず第5号と第6

号との合併号としてまとめて第6巻を終りたいと思い

ます。何時もながら，遅滞発行をおわび申上げます。

今号の原著はー編ですが，文献は1967年度末迄のもの

を大部分収録してあります。極く一部の例外をのぞい

て，文献欄の雑誌類は慶大医学部附属北里記念図書館

に収録しでありますので希望者はそこで目を通すこと

が出来ます。都内の方は来館，御利用下さい。又地方

の方にはゼロックス・コピーのすービスも行っており

ますので図書館宛直接申込んで下さい。また巻末に昭

和42年末現在の神経化学会員名簿を収録致しました。

所属・連絡先等に変更があります場合は早速本事務局

迄御連絡下さいます様お願い申上げます。

第7巻・昭和43年度よりは今迄のおくれをとりもど

しなるべく合併号なしで定期的に発行出来る様，出来

るだけの努力を致します。まずこ神経化学の分野での研

究その他のトピックの紹介なども心掛けてゆきたいと

考えています。適当な話題がありましたら，是非すす

んで御提供下さい。たとえば，研究室の抄続会などで

紹介された仕事のうちから，一般的な興味をもたれた

様なものなどがありましたら原稿用紙2，，-，3枚程度に

まとめて事務局にお送り下さい。薄謝を差上げられる

と思います。また「提言」欄にも学会あるいは学問の

ありかたなどに対する御意見がありましたらどしどし

お寄せ下さい。私共の学会を健全に発展させるために

は是非会員各位の協力が必要です。

前号の別紙はさみ込みのお知らせの如く，昭和43年

度の総会は京大・早石教授にお世話を願うことになり

ました。特色ある Organizationが大いに期待される

ところです。(昭和42年12月末氷田記)

「神経化学」投稿規定

1.神経化学領域の研究報告論文(原著)の投稿をうけ

つける。神経系の化学的研究に直接貢献する論文を

うけつけるほか，臨床報告・短信をも合めて広く神

経系の化学に関連の深い論文を歓迎する。

2 投稿論文の著者はすべて「日本神経化学会」の会員

でなければならない。

3.投稿する原著論交は，他誌に掲載されずまた掲載予

定でないものに限る。

4.投稿論文の送り先:

東京都新宿区信濃町35

慶応大学医学部生理学教室内

日本神経化学会事務局宛

7.投稿論文は簡潔な日本語(原則として，常用漢字・

現代かなづかい)であって， 400字詰原稿用紙に楢

書横書としたものでなければならない。

8 論交の構成(緒言，方法，結果，考察，総括，文献

など)は原著論文としての慣例に従うことが望まし

い，総括(結論)は論文の最初に掲載し， 800字以

内のものとする。

9.表題・著者名・所属には英女・ローマ字書きをそえ

る。

10 図および表.図および表は本交と別の用紙に書き，

本文中にその掲載位置を明記する。図(および写真)

の説明はさらに別の用紙に記載し図の原稿(あるい

は写真)に付する。図の原稿は墨で浄書することが

5 掲載料および別刷料:掲載料は論文の刷り上り 4頁 望ましいが，縮小率などの関係から編集委員会でト

(400字詰原稿用紙約15枚に相当)まで無料としそれ レ戸スし直すことがある。表および図(写真を合む)

以上は著者負担とする。この無料の頁数には，図・ の組版代などの実費は著者負担とする。

表・文献のスペースを合むものとする。なお，第 1 11.文献:参照文献は本文中には著者名・年号を括孤に

報，第2報のま口く分割lして投稿する場合は，編集委 入れて示し，本文の最後に一括して著者の ABCli原

員会の半iJ断にもとづき，第2報以下は超過したもの に記載する。丈献記載の方法は J.Neurochem. の

とみなし，著者負担とすることがある。 規定に準拠する。

別刷は50部を単位としてその倍数の申しこみをう 12.用語および略語:物質名および生化学用語(単位な

けつける。別刷は全部有料(実費)とする。 ど)の記載のならびに略語の使用は，原則として

6.投稿論文の採否は編集委員会が決定する。受理した Biochem. J.の規定に準拠する。薬剤名，慣用の略

論文の体裁がこの規定に従わない部分は編集委員会 語を用いるときは，その最初に用いられるところに

において訂正することがある。 脚註として説明を加える。
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日本神経化学会会則(昭和41年 10月 8日制定)

第1章総 則

第 1条本会は日本神経化学会(TheJapanese Neuro-

chemical Society) という.

第 2条本会の事務所を東京都新宿区信濃町 35番地

慶応義塾大学医学部生理学教室内におく

第 3条本会は理事会の議決を経て必要の地に支部を

おくことができる.

第2章 目的および事業

第 4条本会は会員の研究発表，知識の交換ならびに会

員相互間および国内外の関連機関との連絡提携の場と

して神経化学ならびに関連領域の発展を促しもって学

術文化の進歩に寄与することを目的とする.

第 5条前条の目的を達成するために次の事業を行な

う.

1. 研究発表会および講演会の開催

2_ 会誌，研究報告および資料の刊行

3. 国内外の関連機関との連絡および協力

4. その他目的を達するために必要な事業

第3章会 員

第 6条本会の会員は次のとおりとする.

1. 正会員:神経化学に関する学識または経験を

有するもので本会の目的に賛同し，会費年額

1，500円を納める者.

2. 名誉会員・本会に特に功労のあった正会員(外

国人は正会員であることを要しない)のうちか

ら総会の議決をもって推薦する者.ただし名誉

会員は会費を納めることを必要としない.

3. 団体会員:本会の目的に賛同し会費年額 1，問。

円を納める団体(図書館を含む)

4. 賛助会員:本会の事業を後援し， 会費年額

10，000円以上を納める者または団体

5. 学生会員:大学またはこれに準ずる学校(大学

院を含まず)に在籍し，神経化学に関係ある学

科を修める学生であって，本会の目的に賛同し

会費年額1，000円を納める者.

第 7条会員になろうとする者は正会員の推薦により

細則に示す様式に従い会費を添えて入会申込書を事務

局に提出し理事長の承認を受けなければならない.

第 8条会員は毎年聞かれる研究発表会に演題の申込

みをすることができる.

第 9条会員は本会の刊行する機関誌「神経化学」およ

び図書の優先的配付を受けることが出来る.

第10条会員は第6条に規定する会費を納入しなけれ

ばならなし、

第11条会員は次の事由によって資格を喪失する.

1 退会

2 死亡

3. 除名

第四条会員で退会しようとするものは，退会届を提出

しなければならない.

第四条会員が次の各号のーに該当するときは，理事会

の議決を経て除名される

1. 会費を滞納したとき

2 本会の名誉を傷つけ，または会員としての義務

に反したとき

第14条既納の会費は，いかなる理由があってもこれを

返還しない.

第4章役員，評議員および職員

第15条本会に次の役員をおく

理事 15名

監事 2名

会長 1名

第四条理事および監事は細則の定める方法に従って

正会員から選出する.理事は互選で理事長1名，常務

理事1名を定める.

第17条理事長は本会の業務を総理し，本会を代表す

るE

2. 常務理事は理事長を補佐し，理事会の決議に基

づき日常の業務に従事し，総会の決議した事項

を処理する.

3. 常務理事は理事長事故のあるときはその職務を

代行する.

第18条理事は，理事会を組織し，会則に定めるものの

ほか，本会の総会の権限に属せしめられた事項以外の

事項を議決し執行する.

第四条監事は民法第59条に準じてその職務を行なう.

第20条会長は理事会が毎年一回会員中から選定し理

事長が委嘱する.

第21条会長はその年度の研究発表会を主宰し，通常総

会の議長となる.
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第22条会長はその任期中理事となる.

第23条本会の役員の任期は2年とし再任を妨げない

2. 補欠による役員の任期は，前任者または現任者

の残任期間とする.

3. 役員は，その任期満了後でも後任者が就任する

までは，なおその職務を行なう.

4. 役員は本会の役員としてふさわしくない行為の

あった場合，または特別の事情のある場合には，

その任期中であっても総会および理事会の議決

により，理事長がこれを解任することができる.

第24条本会に評議員をおく.

2. 議評員の定数は30名乃至70名とする.

3. 評議員はE会員中から総会において選任する.

4. 理事はその任期中は評議員となる.

第25条評議員には第23条の規定を準用する.

第26条評議員は評議員会を組織し，本会の運営上の重

要事項について理事会の諮問に応ずるものとする.

第27条本会の事務を処理するため職員をおく.職

2. 員は理事長が任免し理事会の承認をうける.

3. 職員は有給とすることが出来る.

第5章会 議

第28条理事会は毎年二回理事長が招集する. ただし

理事長が必要と認めた場合，或いは理事現在数の三分

の一以上から会議の目的たる事項を示して請求のあっ

たときは，理事長は臨時理事会を招集しなければなら

ない.

第29条理事会は理事現在数の五分の三以上出席しな

ければ議事を開き議決することは出来ない，ただし委

任状を提出したものは出席者とみなす

2. 理事会の議事は理事会の過半数をもって決し，

可否同数のときは議長の決するところによる.

第30条通常総会は毎年一回研究発表会の際，会長が招

集する.

2. 臨時総会は理事会または監事が必要と認めたと

き，いつでも招集することができる.

第31条通常総会の議長は会長とし，臨時総会の議長は

会議のつど会員の互選で定める.

第32条総会の招集は少なくとも 10日以前にその会議

すべき事項，日時および場所を記載した書面または会

誌の広告をもって通知する.

第33条次の事項は，通常総会に提出しその承認を受け

← 248 

なければならない.

L 事業計画および収支予算についての事項

2 事業報告および収支決算についての事項

3. その他理事会において必要と認めた事項

第34条総会は，会員現在数の十分の一以上出席しなけ

ればその議事を開き議決することが出来ない ただし

当該議事につき委任状を提出したものは出席者とみな

す.

第35条総会の議事は出席者の過半数をもって決し，可

否同数のときは議長の決するところによる.

第36条総会の議事の要項および議決した事項は会員

に通知する.

第37条評議員会は随時理事長が招集する.

評議員会の議長は理事長がこれに当る.

第38条評議員会は評議員現在数の五分の一以上出席

しなければ会議を聞くことが出来ない.ただし委任状

を提出したものは出席者とみなす.

第39条総会，理事会および評議員会の議事録は議長が

作成し理事長が保管する.

第6章会 計

第40条本会の事業逐行に要する費用は，会費，事業

に伴う収入をもって支弁する.

第41条本会の収支決算は毎年会計度終了後理事長が

作成し，監事の意見をつけ理事会および総会の承認を

受けなければならない.

第42条本会の会計年度は毎年9月1日に始まり 8月

31日迄とする.

第7章会則の変更

第43条 この会則は理事会および総会においておのお

の三分の二以上の賛成決議を経て変更することが出来

る.

第8章補 則

第44条 この会則施行についての細則は，理事会およ

び総会の議決を経て別に定める.

第9章付 則

第45条新総会発足以前の役員，評議員は現神経化学懇

話会常任委員及び委員により代行される.

第46条現会員はそのまま本会の会員とする.



日本神経化学会細則(昭和41年10月制定)

第1章会 員

第1条本会に会員として入会を希望する者は入会申込

書に次のことがらを記入して事務局に提出しなければ

ならない.

1. 姓名(ローマ字読み方・付)生年月日

2. 推薦者氏名印

3. 最終出身校，学科名および卒業年次，ただし学

生会員は入学年月と卒業または終了予定年月，

を記入しなければならない.

4. 勤務先とその所在地および勤務先での地位

5. 会員の現住所ならびに連絡先住所

6. 専門分野，専攻科名

第2章役員，評議員

第2条理事定数15名のうち12名は第3条及び第4条に

定める方法に従い，会員の直接選挙により選出する.

残り 3名は評議員会の議を経て委嘱する.

第3条理事の選挙に当って選挙管理委員会を設け理事

長が委嘱する.選挙管理委員会は理事選挙要項に従い

事務局の所在地で選挙事務を行う.

第4条理事選挙要項は下記の如くする.

1. 選挙管理委員会は事前に会員名簿を作成して

「神経化学」に掲載する. 理事の選挙権及び被

選挙権は投票締切日の 6カ月以前に正会員とな

ったものに限る.

2. 正会員で選挙事務に異議あるものは投票締切日

の10日前までに選挙管理委員会に申し出なけれ

ばならない.

3. 選挙管理委員会は正会員2名以上の推薦のあっ

た正会員および評議員をもって理事候補者名簿

を作成し会員に配布し，投票の資料とする.

4. 投票は選挙管理委員会の定める投票用紙をもっ

て行い無記名5名以内の連記とする.

5. 投票は原則として郵送をもって行う.

6. 当選者は得票数の多い上位から 12名を決定す

る.同票の場合は年令順とする.但し各領域，

各研究者層の意見が反映される様，専門別を考

慮して次の規定を設ける.基礎(医・理・薬を

含む)臨床各5名が含まれる得票数上位より決

定する.

7. 当選者が辞退し，又は欠員を生じた場合は理事

会の承認を得て専門別を考慮して次点者より繰

り上げる.

8. 開票に選挙管理委員が会員の中から委嘱した立

会人のもとに行う.ただし会員は誰でも開票に

立会うことが出来る.

第5条理事長，常務理事は理事会の互選により決め

る.

第6条評議員は次の方法により選出する.

理事会は正会員から推薦された評議員候補者について

審査を行し、適格者は総会において選任される.評議員

の推薦にあたっては，研究歴満5年以上のもので地域

別，専門別について考慮される

第7条 監事の選出については理事会が理事以外の正会

員の中から候補者を選び総会の承認を経て理事

長が委嘱する.

第3章事 業

第8条機関誌「神経化学」の編集委員は理事会の承認

を得て理事長より委嘱する.

第9条機関誌の英文名は iBulletinof the Japanese 

Neurochemical Society Jとする

第10条本会の目的を達成するため理事会が必要と認め

た時会員の中から専門委員を委嘱することがある.
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神経研究所・晴和病院

弘前大・医・精神

和歌山医大・小児

新潟大・医・精神

新潟大・脳研

慈恵医大・神経

31 

416 

563 

529 

171 

385 

24 

545 

233 

179 

263 

532 

610 

688 

177 

193 

683 

197 

724 

63 

445 

(F) 

東京都新宿区信濃町35

東京都文京区本駒込1丁目13-4(自宅)

慶大・医・内科

東大・医・上田内科

532 

78 男

平

後

後

東京都青梅市東青梅4丁目16

東京都千代田区飯田町 2の10

東京都文京区本郷7

大阪市東区平野町3の35

千葉市亥鼻町313

東京都新宿区信濃町35

大阪市阿倍野区旭町 1の61

京都市左京区吉田近衛町

新潟市旭町1

山口県宇都市小串

東京都文京区本郷2

東京都新宿区信濃町35

新潟市旭町

大阪市北区常安町

大阪市東成区森町南1の76

青梅市立総合病院

日本医大・第1病院

東大・理・生化

吉富製薬

千葉大・医・脳機能研

慶大・医・内科

阪市大・医・神経

京大・医・脳外

新潟大・医・外

山口大・医・精神

順天大・医・薬理

慶大・医・内科

新潟大・脳研

阪大・医・ I解剖

大阪府立・公衛研

-251ー

1 

160 

221 

613 

405 

33 

593 

635 

367 

59 

345 

332 

128 

260 

475 

592 

人

裕

達也

式美雄

弥四郎

勝彦

昭彦

肇

夫

雄

子

雄

成

夫

メ入
ド

隆

俊

紅

恒

精

和

(H) 

川

川

川

本

本

谷

谷

谷

羽

菜

芳

萩

萩

浜

浜

半

原

原

長

長

長

橋

橋

場

田

賀

原

原

口

中

国



潤

和

則

新

也

社

弘

朗

子

誠

設山

四

正

子

正

哲

雑

昭

玄

慈

浩

尚

輝

正

礼

む

央

山

岡

瀬

田

見

川

木

木

山

田

中

形

川

田

田

島

島

井

泉

泉

村

股

瀬

上

上

上

学

市

出

医

弁

井

飯

飯

飯

飯

今

今

今

稲

猪

猪

井

井

井

先

村

野

田

絡

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通

東京都文京区本郷7

京都市左京区聖護院川原町53

三重県津市鳥居町100

京都市左京区吉田近衛町

前橋市昭和町

東京都並回ヶ谷区上北沢3の1048

弘前市相良町2

福岡市大字堅粕

東京都東村山市野口町2の1815

大阪市東淀川区十三西之町4の54

姫路市北条986(自宅)

岡山市岡164

大阪府高槻市上田辺町8の20(自宅)

東京都大田区大森西5の21の16

西宮市枝川町3番120の105(自宅)

東京都小平市小川東町2620
大阪市東淀川区塚本町6の11
大日本製薬塚本寮(社宅)
京都市北区紫野下石竜町l 親和荘

名古屋市瑞穂、区瑞穂町字川澄

大阪市東淀川区加島町1

連属

阪大・医・薬理

阪大・医・精神

東大・医・脳外

京大・医・精神

三重医大・生理

京大・医・医化

群大・医・生化

都立松沢病院

弘前大・医・神経

九大・医・精神

興和KK東京研究所

式回薬品工KK研究所第4部

医療法人・公仁会東病院

岡大・医・脳神経外科

大阪・北野病院

東邦大・医.II生理

武田薬品工業

国立武蔵療養所

大日本製薬

回生病院・精神

名市大・医・薬理

藤沢薬品・大阪研究所

所会員番号

718 

318 

406 

135 

372 

49 

97 

35 

656 

32 

92 

313 

102 

657 

586 

473 

681 

145 

538 

289 

661 

明

朗

坦

竜

亮

修

平

障

進

文

啓

漸

徹

彦

助

雄

陪

夫

正

郎

博

文

元

名

浩

秀

善

俊

輝

修

昭

哲

氏

日

中

谷

部

石

間

見

野
比

畑

播

畠

鳩

服

早

林

林

林

挟

辺

日

東

東

東

平

平

平

広

広

久

人

弘前市相良町

福岡市大字奈多1264の8

京都市左京区吉田近衛町

京都市左京区吉田近衛町

福岡市堅粕

杉並区上高井戸3の762

東京都文京区本郷

大阪市阿倍野区旭町

金沢市宝町13

市川市国府台町

東京都文京区湯島

仙台市北四番町

京都市左京区吉田近衛町

京都市左京区吉田近衛町

大阪市北区常安町

東京都文京区本郷

東京都新宿区信濃町35

横浜市南区浦舟町

京都市左京区吉田近衛町

横浜市南区浦舟町

熊本市本荘町

弘前大・医・神経精神

雁の巣病院

京大・医.II生理

京大・医・医化

九大・医・精神科

東大・医・脳神経内科

阪市大・医・精神科

金沢大・医・癌研

国立精衛研・精薄部

東京医歯大・ I解剖

東北大・医・精神医学

京大・医・脳神経外科

京大・医・生理

阪大・医・薬理

東大・医・精神

慶大・医・神経

横浜市大・医・神経

京大・医・生理

横浜市大・神経

熊本大・医・神経

-252-

335 

584 

629 

151 

530 

466 

437 

164 

696 

527 

129 

437 

336 

376 

515 

390 

437 

52 

710 

154 

167 

519 

治

国

臣

治

博

二

正

章

義

越

丈

勝

市
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側
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祥
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倉

橋

井

井

井

川
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山
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原

藤

藤

藤

藤

藤

本
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下

内

(

永

斐

本

野

沢

内

井

山

野

条

石

下

沢

田

池

戸

子

子

子

松

村

十

倉

乾

入

石

石

石

石

石

石

五

諌

板

板

伊

伊

伊

伊

伊

山

石

山

石

岩

角

甲

柿

菅

開

垣

加

亀

神

上

神

鴨

金

神

蟹

金

金

金

金

金

金

先

大阪市福島区堂島浜通

東京都北区浮間1の3の32

東京都大田灰大森西5の21

仙台市北四番町

大阪市天王寺区筆ケ崎町50

東京都世田谷区上北沢2の1の1

東京都文京区本郷7

港区芝二本榎西町2

前橋市田和町

神戸市生田区楠町7丁目

東京都世田谷区玉川用賀3の12

仙台市長町大通西39の1

東京都新宿区信濃町35

神戸市長田区乃保町 5の14(自宅)

高知県須崎市横町

札幌市北十二条西 5丁目

堺市新在家町東1の1 (自宅)

札幌市北15条西7丁目

和歌山県和歌山市九番丁

久留米市旭町67

絡連属

阪大附属病院・精神神経

杏林化学研究所

東邦大・医・ I解剖

東北大・医・精神医学

大阪赤十字病院脳神経外科

都立松沢病院

東大・医・脳研

東邦大・医・第一生理

群大・医・精神神経

神戸大・医・眼科

競走馬理化学研

東北大・脳疾患研究施設

慶大・医・神経科

神戸大・医・第一外科

高陵病院・小児科

北大・医・精神

大阪市大・神経

北大・薬・薬効

和医大・神経

久留米大・医・精神

所会員番号

319 

608 

496 

308 

325 

8 

426 

119 

444 

630 

240 

691 

290 

494 

638 

534 

425 

555 

711 

名

正

勉

雄

厚

之

毅

次

重

ち

正

予

哉

斉

顕

孝

寛

彦

男

司

洋

喜

直

哲

並

々

タ

省

治

耳

目

長

十

い

義

宏

克

日
I三ヨ

氏

654 

大阪市福島区堂島浜通

豊中市刀根山6

東京都渋谷区渋谷1の7の8白根和子方

大阪市福島区堂島浜通

東京都新宿医信濃町35

東京都新宿区信濃町35

大阪府枚方市中宮

東京都新宿区信濃町35

仙台市原町小田原南光沢77

名古屋市瑞穂区瑞穂町

東京都品川区平塚

大阪府八尾市東本町1の36浦野方(自宅)

東京都文京区本郷

大阪市福島区堂島浜通

熊本市本荘町

奈良県橿原市四条町

大阪府松原市高見の里

大阪市福島区堂島浜通り

大阪市東成区森町南 1l目76

横浜市南区浦舟町

松本市旭町

東京都文京区本郷7

阪大・医・外科

阪大・薬・薬理

留学中

阪大・医・高次研

慶大・医・医化

慶大・医・神経

大阪府立中宮病院

慶大・医・薬理

東北薬大・薬品作用

名古屋大・医・神経

昭和大・医・ H薬理

近畿大・薬・薬物

東大・医・小児

阪大・医・神経

熊大・医・法医

奈良医大・薬理

大阪薬大・薬理

阪大・医・神経

大阪府立公・衛・研

横浜市大・医・神経

信大・医・神経

東大・医・精神

253ー

105 

281 

45 

662 

51 

503 

316 

607 

463 

506 

716 
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善

直
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健
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先

本

野

多

川

住

完

狩

仮

柏

柏

柏

片

加

加

加

加

加

加

勝

桂

川

河

川

河

川

川

川

木

木

菊

菊

木

木

木

木

木

木

木

木

木

杵

桐

桐

木

岸

岸

木

喜

北

車各

千葉市穴川町

前橋市昭和町

東京都文京区湯島

札幌市北12条西5丁目

名古屋市千穂区不老町

仙台市北四番丁

京都市左京区吉田近衛町

東京都文京区本郷7

東京都新宿区信濃町35

東京都文京区本郷7

東京都世田谷区上北沢3の1048

千葉市亥鼻町

東京都世田ケ谷区用賀町

福岡市大字堅粕

仙台市北四番丁

京都市左京区吉田近衛町

岡山市岡164

横浜市南区浦舟町

東京都新宿区柏木1の53

大阪市阿倍野区旭町1の61

大阪市福島区堂島浜通

東京都千代田区富士見町2の1O(自宅)

東京都品川区西品川 1の888

大阪府高槻市

岡山市岡164

東京都千代田区紀尾井町7

大阪市阿倍野区旭町

弘前市相良町

新潟市学校町三番町484(自宅)

京都市左京区下鴨高木町14(自宅)

和歌山市九番町9

東京都新宿区柏木1の53

富山市奥田 5

神戸市生田区楠町

東京都文京区本郷6の20の5

東京都品川区平塚6

名古屋市昭和区鶴舞町

東京都北区浮間町5の5

仙台市原町小田原字光沢77

金沢市宝町13の1

名古屋市千種区徳川山町2の42(自宅)

東京都武蔵野市吉祥寺1836(自宅)

大阪府布施市小芳江321

千葉市矢作町785

連所

放医研・障害

群大・医・生化

東京医歯大・神経

北大・医・脳外

名大・環研

東北大・医・精神

京大・医・生理

東大・医・産婦

慶大・医・内

東大・医・脳研

都立松沢病院

千葉大・医・神経

国立衛生試験所

九大・医・ E内科

東北大・医・神経

京大・医・精神

岡山大・医・神経

横浜市大・医・ E生理

東京医大・神経

大阪市大・医・神経

阪大・医・ H外科

目大・医・有賀内科

三共研究所

大阪医大・ E解剖

岡山大・医・精神

上智大・理工・化

大阪市大・医・生理

弘前大・医・神経

新潟大・脳研

日本新薬・薬理

和医大・神経

東京医大・外科

富山大・薬・薬物

神戸大・医・ I外

求道学会

昭和大・医.II薬理

名大・医・眼

中外製薬

東北薬大・薬品作用

金大・医・精神

名市大・医・精神

慈雲堂病院

近畿大・薬・薬物

千葉大・薬・薬物

-254ー
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先

回

絡

熊本市神永町337(自宅)

大阪市阿倍野区旭町

新潟市旭町1の757

横浜市南区浦舟町

東京都中央区日本橋本町4の7

東京都文京区湯島
名古犀市千種区覚王山通8の3 (自宅)
池下公団アパート231
東京都文京区本郷7

千葉市亥鼻町

東京都東村山市恩田町1の748(自宅)

東京都練馬区北大泉町3510(自宅)

千葉市亥鼻町

千葉市亥鼻町

札幌市南22条西14丁目

和歌山市九番町9

松本市旭町

大阪市北区常安町36

和歌山県田吹市津雲合3-2-A-16-203(自宅)

松本市旭町

名古屋市昭和区鶴舞町

東京都新宿区信濃町35

新潟市旭町

東京都世間ケ谷区松原3の2の1O(自宅)

東京都大田区大森西

東京都文京区本郷7

京都市左京区吉田近衛町

岡山県倉敷市壬島人島4094の1(自宅)

岡山市内回337(自宅)

大阪府泉北部高石田]北53(自宅)

久留米市旭町

大阪市東淀川区加島町962

京都市上京区河原町通広小路

東京都国分寺市高木町3の970(自宅)

大阪市天王寺区小宮町8

北海道浦河郡浦河町車問r230

東京都文京区本郷7

大阪市東淀川区加島町1

大阪市福島区堂島浜通

和歌山市九番町9

藤沢市鵠沼松ケ関3の3の23(自宅)

東京都新宿区信濃町35

岡山市岡164

東京都文京区本郷7

大阪市福島区鷺洲上2の47

連所

熊大・医・神経

阪市大・医・神経

新潟大・脳研

横浜市大・医・神経

科研薬化工

東京医歯大・神経
愛知県城山精神衛生
相談所

東大・医・産婦

千葉大・医・薬理

東医歯大・神経

神経研究所・晴和病院

千葉大・医・薬理

千葉大・医・神経

平松病院

和医大・小児

信大・医・神経

阪大・蛋白研

和医大・小児

信大・医・生化

名大・医・限

慶大・医・内科

新潟大・脳研

国立精神衛生研

東邦大・医・小児

東大・医・脳研

京大・医・ I外

岡大・医・神経

岡大・医・神経

阪市大・精神

久留米大・医・精神

田辺製薬研究所

京都府医大・薬理

東京天使病院

大阪警察病院

浦河赤十字病院

東大・医・薬理

藤沢薬工

阪大・医・神経

和医大・解剖

国立予防衛生研

慶大・医・生理

岡大・医・神経

東大・医・脳研

塩野義研究所
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田正
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京都市左京区吉田疋衛町

金沢市宝町

大阪市北区北扇町38

連属

京大・薬・薬品作用

金大・医・神経

大阪市立衛研

所会員番号
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神戸市生田区楠町6丁目指の 2

東京都文京区本郷7

京都市左京区吉回近衛町

名古屋市昭和区鶴舞町

名古屋市千種区千種町字茂左裏

世田谷区玉川中町2の100(自宅)

東京都新宿区柏木1の53

仙台市北4番丁目(自宅)

東京都世田谷区砧町85(自宅)

東京都新宿区信濃町

新潟市旭町1

東京都大田区大森西5-21

大阪府高槻市大学町

大阪市北区常安町

東京都文京区本郷7

新潟市旭町

大阪市阿倍野区旭町

徳島市蔵本町3

静岡市小鹿160

東京都新宿区信濃町35
京都市伏見区深草勧進橋町50
宮士寮 (社宅)

大阪市北区常安町

広島市震町

京都市左京区吉田近衛町

東京都北多摩郡村山町中藤276

東京都品川区旗の台1の5の8 (自宅)

新潟市旭町

東京都新宿区市ヶ谷河田町10

東京都文京区駒込上富士前町31

東京都中央区銀座2の1

岡山市清永218の4 (自宅)

神戸市生田区楠町

大宮市奈良町849(自宅)
東京都新宿区東大久保
東京医科大職員住宅3の 1 (自宅)

大阪市北区常安町

東京者問、平市小川東町

仙台市北四町丁

前橋市昭和町

Dept. of Genetics Stanford Univ. 

神戸大・医・医化

東大・医・精神

京大・医・精神

名大・医・眼科

名古屋市立東市民病院外科

慈恵医大・医化

東京医科大・外科

東北大・医・ E医化

日本医大

慶大・医・神経

新潟大・医・精神

東邦大・医・ E生理

阪医科大・神経

阪大・医・ I薬理

東大・医・生化

新大・脳研究所

阪市大・医・神経

徳島大・医・ E生理

静岡薬大・生化学

慶大・医・薬理

藤沢薬品中央研究所

阪大・医・薬理

広島大・歯・口腔解剖学(II)

京大・医・生理H

鶴風会・脳性麻事事研究所

昭和大・医・ E薬理

新大・医・脳研

東京女医大・精神

科研化学株式会社研究室

三共株式会社製品計画部

岡大・医・神経

神戸大・医・ I外科

慶大・医・神経

東医科大・脳神経外科

阪大・医・神経

国立武蔵療養所

東北大・医・神経

群馬大・医・精神
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森

森
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向

村
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村
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村

村

武
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式

愛日荘(自宅)

絡

新潟市旭町通

京都市左京区吉田近衛町

福島市丸子宮川原28番地

東京都板橋区小茂根町4の11

東京都新宿区信濃町35

東京都新宿区信濃町35

東京都新宿区信濃町35

大阪市北区常安町

文京区大塚4の15の8

大阪市福島区堂島浜通

大阪市東成区深江東3の15(自宅)

東京都大田区大森西5の21

東京都新宿区信濃町

愛媛県周桑郡壬生川町

東京都新宿区市ヶ谷船河原町12

佐賀県神崎郡東脊振付

京都市左京区吉田近衛町

東京都文京区本郷7

千葉市宮野田J969(自宅)

東京都新宿医信濃町35

弘前市相良町

和歌山市九番丁 9

静岡市小鹿160

仙台市新坂通143(自宅)

1111台市北山町1 (自宅)
東京都文京区西片町10の12の7
中島方 (自宅)

連属

新大・医・脳神外科

京大・医・精神

桜ケ丘病院

精神医学研究所

慶大・医・神経科

慶大・院・薬理

慶大・医・神経

阪大・医・ E外科

日本医大・精神

阪大医陣内外科

阪市大・医・神経

東邦大・医・神経

慶大・医・神経

公立周桑病院精神科

東京理科大・薬・薬理

国立肥前療養所

京大・医・精神科

東大・医・生化

日大・理工・薬学

慶大・医・相沢内科

弘前大・医・神経

和医大・薬理

静岡薬大・薬剤学

東北大・医・神経

東北大・医・神経

東大・医・中尾内科
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兵庫県永上郡相原荘

大阪区北医常安IBJ

和歌山市九番町9

久留米市旭町

東京都文京区湯島

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区一乗寺地蔵本町23三田方

名古屋市千種区末森通2の11

東京都文京区本郷

京都市左京区千本通上長者町上ル(自宅)

堺市熊野町西2のおの 1 (自宅)

札幌市南8条西部丁目

東京都大田区大森西5の21

大阪府枚方市中宮

大阪市北区常安町

名古屋市瑞穂区田辺通3丁目

岡山市岡

相原荘病院

阪大・医・高次研

和医大・ I生理

久留米大・医・精神

東京医歯大・医・神経

慶大・医・生理

京大・薬・薬理

愛知学院大・歯・生化

東大・医・精神

京大・医・精神
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東京都大田区大森西5

西宮市初園町124の9

前橋市昭和町

神戸市生田区楠町7

東京都文京区本郷7

大阪市福島局区内

京都市左京区吉田近衛町

山口県宇部市小串

東京都品川区旗の台1の5

岐阜市司町40

東京都文京区湯島

東京都世田ヶ谷区廻沢町20(自宅)

東京都大田区大森西i5の21

東京都文京区本郷7

東京都杉並区本天台3の40の22(自宅)
京都市左京区北白川別当町62
中山方 (自宅)
新潟市旭町

東京都新宿区信濃町35

東京都新宿区柏木

東京都新宿区信濃町35

東京都目黒区中目黒3の1001

市川市国府台1

東京都千代田区神田猿楽町1の3

前橋市昭和町

東京都大田区大森西5の21

岡山市岡

東京都港区芝白金台町

東京都杉並区清永町17(自宅)

大阪市福島区堂島浜通

奈良県大和郡山市小泉町2815

京都市左京区吉田近衛町

福岡市堅粕

岡山県西大寺市中川664(自宅)

京都市左京区吉田近衛町

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区太秦中山町10(自宅)

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区吉田下阿達町

大阪市北区常安町

京都市左京区吉田近衛町

絡連属

東邦大・医・ E生理

田辺製薬中研

群大・医・生化

神戸大・医・生長研

東大・医・精神

大日本製薬研究所

京大・医・医化

山口大・医・医化

昭和大・薬・生物化学

岐阜大・医・精神

東京医歯大・神経

国立善通寺病院・精神

東邦大・医.1I外科

東大・医・内科

三共・中研

京大・医・精神

新大・脳研

慶大・医・神経

東京医大・外科

慶大・医・内科

順天大・医・神経

国立精神衛生研

群大・医・神経

東邦大・医・精神

岡大・医・神経

東大・医科研

東京医大

阪大・医・精神

国立療養所・松事責荘

京大・医・解剖

九大・医.1I内科

岡山県立短大・食物

京大・医・医化

慶大・医・生理

京大・医・精神

慶大・医・生理

京大・薬・薬理

阪大・医・高次研

京大・医・医化

所会員番号

3

0

5
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y
o口
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n
h
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α
り

455 

433 

2

5

8

 

0
Q
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6

5

1

 

2 

4 

640 

65 

622 

414 

383 

633 

524 

446 

658 

276 

106 

453 

684 

182 

686 

269 

734 

543 

557 

694 

333 

210 

148 

685 

39 

456 

259 

300 

483 

彦

幸

篤

作

名氏

岡山市岡

新潟市旭町

大阪市福島区鷺洲上2の47

岡大・医・癌源研

新大・医・生化

塩野義研究所

-258ー

460 

334 

461 

349 

小

緒

小



氏 名

荻原一晃

及川光平

及川俊彦

岡 源郎

岡田導夫

岡田 登

岡田仲太郎

岡田喜篤

i中中重雄

奥村厚史

奥村二吉

岡本道雄

尾野成治

大賀 階

大橋健男

大井善郎

大森文太郎

大西 勤

大阪 彰

大阪医大図書館

大須賀恒夫

大田黒 喜代志

大塚正徳

大月三郎

大内 式

大柳治正

織壁永次

長内喜文

尾崎正若

小沢和恵

(S) 

斉藤 洋

斉藤 崎

斎藤章二

斉藤正雄

坂本哲彦

阪本良男

桜田 高

桜田 敬

佐野 勇

佐野 馨

佐野圭司

佐野 昇

三共株式会社研究所

会員番号

649 

265 

112 

368 

611 

278 

590 

717 

125 

653 

209 

338 

599 

732 

526 

428 

375 

548 

571 

423 

231 

719 

712 

364 

173 

727 

146 

114 

22 

109 

256 

553 

326 

272 

143 

137 

60 

264 

111 

285 

520 

570 

547 

所 属

東大・医・中尾内科

弘前大・精神

鳥取大・医・ E生理

阪大・医・薬理

東邦大・医・神経

万有製薬・岡崎工場

留学中

名大・医・神経

虎の門病院

阪市大・医・神経

岡大・医・精神

京大・医・解剖l

福島医大・精神

北大・獣医・家畜薬理

阪市大・医・神経

阪大・医・薬理

岡大・医・精神

早大・理工・物理

東邦大・医.II内科

群大・医・精神

東大・薬・薬品作用

東京医歯大・医・薬理

岡大・医・精神

阪大・医・薬理

神戸大・医.II外科

東大・医・神経

新田目病院上荒川分院

名市大・医・薬理

京大・医・脳外科

東大・薬・薬品作用

弘前大・医・整形外科

日大・医・薬理

横浜市大・医・神経

東大・医・神経

阪市大・医・神経

弘前精神病院

弘前大・医・精神

阪大・医・高次研

阪大・医・ H内科

東大・医・脳外科

東邦大・医.II内科

-259-

連 絡 先

東京都新宿区南榎町2 (自宅)

弘前市相良町

鳥取県米子市西町

大阪市北区常安町

東京都大田区大森西5の21

岡崎市八幡町1の15
大阪市東住吉区駒川町8の9
岡田方 (自宅)
名古屋市瑞穂区瑞穂町

東京都港区赤坂葵町

大阪市阿倍野区旭町

岡山市岡

京都市左京区吉田近衛町

福島市渡利八幡町168(自宅)

札幌市北18条西9丁目

大阪市阿倍野区旭町

大阪市北区常安町

岡山市岡

東京都新宿区戸塚町

東京都大田区大森西5

大阪府高槻市大学町

前橋市昭和町

東京都文京区本郷7

東京都文京区湯島

岡山市岡

大阪市北区常安町

神戸市生田区楠町

東京都文京区本郷

福島県いわき市平上荒川

名古屋市瑞穂、区瑞穂町

京都市左京区聖護院河原町

東京都杉並区永福町232(自宅)

弘前市相良町

東京都板橋区大谷上町30

横浜市南区浦舟町

東京都文京区本郷7

大阪市阿倍野区旭町

弘前市大字取上字三獄9の3

弘前市相良町

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通

東京都文京区本郷7

東京都大田区大森西5

東京都品川区広町1の2の58



先

田

岡

野

絡

岡山市岡

米子市西町

札幌市平岸910

前橋市昭和町

仙台市原町小田原南光沢 77

新潟市旭町

東京都新宿区柏木

銚子市前宿町597

習志野市大久保町

東京都港区西新橋

東京都文京区本郷7

大阪市福島区堂島浜通

京都市左京区吉町下阿達町

千葉市亥鼻町

京都市左京区吉田近衛町
福岡市築上郡吉富町吉富製薬皇后石
社宅78号(社宅)
東京都新宿区東大久保

大阪府八尾市小阪合町2の2 (自宅)

東京都大田区大森西 5-21

弘前市相良町

東京都新宿区柏木

北九州市小倉区米町10丁目(自宅)

大阪府豊中市刃根山 6の5

大阪府吹田市千里口2441の10(自宅)

大宮市指扇2655(自宅)

東京都新宿区東大久保

大阪市北区常安町

東京都新宿区柏木

千葉市亥鼻町

前橋市昭和町

大阪市福島区堂島浜通

大阪市福島区堂島浜通

東京都新宿区東大久保

新潟市旭町

京都市左京区吉田近衛町

京都市左京区吉田近衛町

札幌市北十二条西5丁目

京都市左京区吉田近衛町

広島県安芸郡府中町

東京都大田区大森西5

大阪市北区常安町

東京都文京区森川町127 高橋方(自宅)

京都市左京区吉田近衛町

和歌山市九番町9

連所

岡大・医・神経

鳥取大・医・神経

市立札幌病院附属静療院

群大・医・精神

東北薬大・薬品作用

新大・脳研

東京医大・神経

銚子市立病院

千葉大・腐敗研

慈恵医大・古関内科

東大・医・脳外

防大・医・外

京大・薬・薬理

千葉大・医・脳機能研

京大・医・脳外科

吉寓製薬

東京医大・神経

近畿大・薬物学

東邦大・医・ H外科

弘前大・医・神経

東京医大・薬理

七楽医院

阪大・薬・薬理

阪医科大・解自IJII講座

東大・医・中尾内科

東京医大・生化

阪大・医・皿解剖

東京医大・神経

千葉大・医・神経

群大・医・精神

阪大・医・神経

阪大・医・神経

東京医大・小児

新大・脳研

京大・医・生理

京大・医・生理

北大・医・脳外科

京大・医・ E生理

広島静養院

東邦大・医・ E生理

阪大・蛋白研

東大・医・神経

京大・医・解剖

和歌山医大・ I生理

260ー

属会員番号

126 

73 

413 

625 

505 

424 

54 

132 

299 

487 

673 

480 

596 

665 

559 

695 

212 

436 

523 

676 

218 

393 

667 

723 

152 

488 

709 

216 

298 

434 

715 

150 

535 

624 

420 

277 

93 

226 

297 

481 

585 

510 

670 

201 

崇典

啓介

高光

日出男

健

明

男

三

男

郎

修

郎

郎

雄

郎

英

夫

治

門

次

健

醇

弘

久

彦

雄

孝

夫

郎

郎

俊

彰

松

揚

也

子

猛

夫

博

夫

己

茂

修

司

一

次

一

式

三

傍

壱

啓

陽

愛

富

恒

喜

通

農

邦

家

玖

宗

順

俊

宏

名

忠

真

幸

順

嘉

純

栄

孝

紀

正

茂

宮

井

木

木

木

武

藤

藤

藤

藤

藤

井

川

波

田

口

田

回

田

木

谷

楽

見

回

国

菌

津

水

水

水

水

水

水

条

川

川

原

々

々

々

一

戸

コ

一

一

史

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

佐

沢

瀬

仙

瀬

瀬

柴

柴

柴

渋

渋

七

食

島

島

島

烏

清

清

清

清

志

清

下

口

旧

日

間

篠

塩

十

相

須

須

末

菅

氏

河

馬

田



治

郎

望

世

貯

樹

隆

郎

朋

之

子

二

治

郎

司

昭

八

士

口

豊

司

経

昌

喜

有

義

玲

雄

修

玄

博

元

経

T
 

閏

士

口

訪

行

木

木

木

木

木

木

木

木

像

垣

木

木

沢

橋

橋

橋

倉

沢

野

野

野

世

下

杉

塚

柳

原

貞

下

宮

内

井

辺

中

中

中

日

向

村

見

田

高

高

高

高

官

同

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

竹

式

竹

式

竹

玉

田

先

福岡市大字堅粕

熊本市本荘町

札幌市北十二条西5丁目

大阪市北区常安町

東京都新宿区東大久保

東京都文京区本郷7

札幌市北十二条西5丁目

弘前市相良町

神戸市生田区楠町

東京都目黒区柿ノ木坂1の27の10

東京都大田区大森西5

新潟市旭町

fk久，.平1連属

九大・医・精神

熊本大・医・精神

北大・医・精神

阪大・医・神経

東京医大・神経

東大・医・小児

北大・医・精神

弘前大・医・神経

神戸大・医・薬理

東京女子医大・小児

東邦大・医・ E内科

新潟大・医・精神

所会員番号

7

1

9

 

q

J

1
ム

6

2

 

95 

192 

440 

478 

501 

572 

388 

491 

名氏

住

住

諏

執

鈴

給

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

鈴

東京都品川区東五反田 5の9の22

東京都新宿区信濃町35

京都市左京区吉田近衛町

熊本市本荘町

熊本市本荘田I

東京都文京区本郷7

新潟市旭町

大阪市北区常安町

東京都世田ヶ谷区玉川瀬田町450(自宅)

東京都文京区湯島

前橋市昭和町

前橋市昭和町

前橋市田和町

弘前市相良町

盛岡市中央通1の3の27

東京都千代田区紀尾井町

京都市左京区吉田下阿達町34

岩手県ーの関市銅矢町11の25(自宅)

名古屋市千種区不老町

大阪市北区常安町

福岡市大字堅粕

松本市旭町

大阪市福島区堂島浜通

東京都文京区本郷7 東大・医・生化

東京都文京区本郷7

熊本市本荘町

岩手県ーの関市真木天の目56の19

仙台市四番丁

大阪市北区常安町

大阪市福島区堂島浜通

新潟市旭町

関東逓信病院

慶大・医・生理

京大・薬・薬品作用

熊大・院・精神

熊大・駅・法医

東大・医・精神

新大・脳研

I波大・医・神経

東大・医・脳神経外科

東京医歯大・神経

群大・医・神経

群大・医・神経

群大・医・精神

弘前大・医・神経

宕手医大・歯・生理

上智大・理工

京大・薬・薬理

岩手県立南光病院

名大・環研

阪大・医・神経

九大・医.II内科

信大・医・順応、研

阪大・医・外科

東京医歯大・精神

東大・医・内科

熊大・医・ I生理

岩手県立南光病院

東北大・医・神経

阪大・医・高次研

阪大・医・神経

新潟大・医・脳外科

-261ー
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2

 

3 

513 

360 

730 

8

5

2
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Q

U

つん
M

A

せ
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“

636 

600 

53 

339 

34 

632 

194 

401 

403 

651 

41 

46 

291 

479 

669 

157 

225 

671 

136 

641 

582 

良

夫

彦

明

サ

佐

子

弘

夫

正

哉

次

雄

志

恭

保

司

等

郎

立

英

覧

弘

康

幸

公

ミ

清

介

玲

光

弘

勝

直

洋

育

善

正

和

日

日

司

憲

回

国

田

谷

谷

谷



孝

輝

啓

国

宗

陽

慶

進

U
 

尾

田

水

岡

崎

岡

田

松

野

村

川

沢

野

尾

植

上

植

上

植

宇

梅

宇

台

内

内

先

横浜市南区浦舟町4の57

札幌市北十二条西五丁目

大阪市東区今橋4の1

杉並区阿佐ヶ谷4の449(自宅)

東京都大田区大森西 5 (自宅)

静岡県清水市魚町8 寺尾方

熊本市本荘町

東京都新宿区信濃町35

東京都新宿区東大久保

東京都新宿区信濃町35

東京都文京区千駄木1の1の5

東京都新宿区信濃町35

仙台市北四番丁

東京都文京区湯島

仙台市北六番丁210

札幌市南八条西26

東京都杉並区天沼1の16の7 (自宅)

京都市左京区吉田近衛町

堺市百舌烏陵南町1の179(自宅)

東京都新宿区信濃町35

東京都新宿区信濃町35

東京都板橋区大谷口上町

千葉市亥鼻町

絡連属

横浜市大・医・神経

北大・医・精神

吉富製薬

東京労炎病院

東邦大・医・ E内科

東大・医・中尾内科

熊大・医・神経

慶大・医・薬理

慶大・医・神経

日本医大・精神

慶大・医・内科

東北大・医・内科

東京医歯大・神経

東北大・農

札幌医大・円山分院

東京医歯大・神経

京大・医・医化

阪大・医・神経

慶大・医・生理

慶大・医・神経

日大・医・神経

千葉大・医・薬理

所会員番号

462 

549 

64 

238 

74 

21 

380 

330 

517 

301 

701 

81 

181 

56 

664 

429 

617 

110 

525 

100 

615 

303 

名

回里子稔郎

田尾重良

田阪元祐

田坂定孝

田崎義昭

寺尾寿夫

寺岡 葵

徳永友喜子

東京医大図書館

富永 淳

富岡保彦

富田 稔

烏飼竜生

融 道男

豊田 裕

土本広

土屋健

辻

辻

塚

鶴

鶴

露

二

宏

彦

三

隆

人

夫

武

裕

氏

大阪市福島区堂島浜通

京都市左京区吉田近衛町

東京都板橋区大谷口上町

東京都板橋区大谷口上町

東京都新宿区信濃町35

大阪府高槻市大学町

東京都港区赤坂丹後町10の23
ヘキスト・ビル内

東京都文京区本郷7

東京都文京区本郷7

仙台市北四番丁

東京都世田ヶ谷区玉川瀬田町836(自宅)

阪大・医・内科

京大・医・医化

日大・医・神経

日大・医・神経

慶大・医・生理

大阪医大.II解剖j

興和株式会社

東大・医・中尾内科

東大・医・精神

東北大・医・神経

459 

565 

155 

411 

40 

697 

304 

302 

101 

564 

542 

嗣

寛

悟

三

逸

修

義

弘

名

男

ノ九
品」、

東京都品川区広町

東京都文京区本郷7

東京都大田区大森西5の21
京都市左京区北白川追分町89
山田方 (自宅)
岡山市岡

三共中央研究所

東大・医・中尾内科

東邦大・医・ E生理

京大・医・内科

岡大・医・神経

533 

522 

614 

261 

642 

大阪市福島区堂島浜通

}II口市朝日町2の16 朝日町公団住宅
209号(自宅)

阪大・医・小児

慈恵、医大・古閑内科

-262ー

男

政

子

成

祐

84 

589 

591 

治

介

田正

田正

(W) 

回忠
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部

部

辺
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内

木

日
Eヨ

和

和

渡

渡

渡

百

昭

日
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薮
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先

回

川

川

川

川

益

崎

原

井

良

絡

前橋市昭和町

東京都文京区本郷7

大阪市阿倍野区旭町

東京都品川区旗の台1の5の8

東京都文京区本郷7

川崎市下作延1の604

尼崎市琴浦町44(自宅)

前橋市昭和町
横浜市保土ケ谷区岩崎町43
東鉄保土ケ谷アパート H・5(白宅)
東京都練馬区桜台6の36の9 (自宅)

京都市上京区河原町通広小路

兵庫県赤穂市加里屋101の4 (自宅)

名古屋市瑞穂区瑞穂町

千葉市亥鼻町

和歌山市九番町9

大阪府枚方市中宮

福岡市塩原 882

前橋市昭和町

千葉市亥鼻町

東京都大田区大森西5

大阪府堺市大仙町

仙台市北四番丁

東京都杉並区下井草2の22の15(自宅)

大阪市福島区堂島浜通

東京都渋谷区東1丁目 1の11

東京京文京区千石1の8の29

前橋市昭和町

東京都大田区大森西5の21

福岡市大字堅粕

京都市左京区聖護院川原町53

東京都文京区本郷

大阪市北区常安町

名古屋市昭和区鶴舞町

名古屋市瑞穂区東栄町3の9 (自宅)

東京都渋谷区栄通2の4 (自宅)

東京都文京区本郷7

仙台市長町

和歌山市九番丁9

仙台市北四番丁

市川市国府台

大阪市東淀川区十三西元町

四日市市日永5039

五月荘

連所

群大・医・生化

東大・医・上田内科

阪市大・医・神経

留学中

東大・医・生化

帝国臓器(株)

阪市大・理

群大・医・行動研

東鉄横浜診療所

慈恵、医大・精神

京都府医大・小児

神戸医大・眼科

名大・医・神経

千葉大・医・神経

和歌山医大・小児

大阪府立中宮病院

九州中央病院

群大・医・生化

千葉大・医・神経

東邦大・医・生化

大阪府大・農・薬理

東北大・医・産婦

三共研究所

阪大・医・神経

実践女子大

東大・医・中尾内科

群大・医・神経

東邦大・医.n生理
九大・医・精神

京大・医・脳外科

東大・医・解剖

阪大・医・薬理

名大・医・眼科

笹寺精治寮病院

東大・医・老人

東大・医・栄養

東北大・医・脳疾患研

和歌山医大・神経

東北大・医・産婦

国立精神衛生研

式回薬品(株)研究所

四日市日永病院
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山

山

山

山

山

山

山
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山

山

山

山

柳

柳
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矢

安

矢
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口
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台糖ファイザー株式会社医学部

第一製薬株式会社開発部学術課

大日本製薬株式会社

エーザイ株式会社

藤沢薬品工業株式会社開発部

" 学術課

日本アボット株式会社
学術部東京拡張課

科研化学株式会社

科研薬化工株式会社学術課

すンド薬品株式会社

塩野義製薬株式会社研究所

三共株式会社学術部

塩野義製薬株式会社

チパ製品株式会社東京学術部

式田薬品工業株式会社
東京営業所新薬部

筑田薬品工業株式会社学術課

田辺製薬株式会社学術部

式目薬品工業株式会社
研究開発部本部総務第一課

吉官製薬株式会社学術課

吉富製薬株式会社東京出張所

賛助会員

東京都中央区日本橋通り 2の2 柳屋ピル6階

東京都中央区日本橋江戸橋・3の1

東京都中央区日本橋町2の7

東京都文京区竹早町田

大阪市東区道修町4の3

東京都中央区日本橋本町2の2

東京都中央区八重洲1丁目 1番地八重洲田村ビル8階

東京都文京区本駒込2丁目28番8号

東京都千代田区内神田 lの14の10 富士ピル4階

東京都港区青山南町6丁目49 アイサワピル内

大阪市福島区鷺洲上通2丁目47番地

東京都中央区日本橋本町3丁目 1番地

大阪市東区道修町3の12

東京都港区芝虎ノ門15 虎ノ門ピル内

東京都中央区日本橋本町2の9

大阪市東区道修町2の27

大阪市東区道修町3丁目21番地

大阪市東淀川区十三西之町4丁目54

大阪市東区今橋4の1

東京都中央区日本橋本町2の9 京東産業会館内
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